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市老連ふれあいゲートボール大会開催！市老連ふれあいゲートボール大会開催！

6 月 8日に大輪スポーツ広場においてゲートボール大会が開催されました。
順位：優勝　境チーム　　準優勝　都留クラブ　　3位　曽雌チーム

6月 8日に大輪スポーツ広場においてゲートボール大会が開催されました。
順位：優勝　境チーム　　準優勝　都留クラブ　　3位　曽雌チーム



都留市社協だより (2)

平成 29年度都留市社会福祉協議会　第１回理事会・評議員会
～ 平成 28年度収支決算他を承認 ～

平成 29年度都留市社会福祉協議会　第１回理事会・評議員会
～ 平成 28年度収支決算他を承認 ～

５月29日に第１回理事会、６月２日に第１回評議員会が開催され、平成28年度収支決算に
ついて、ご承認を頂きました。

＜事業活動による収支＞
＜収 入＞

会費収入

寄附金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

貸付事業収入
事業収入
負担金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
事業活動収入計(1)
＜支 出＞
人件費支出

事業費支出

事務費支出

貸付事業支出

共同募金配分金事業費

助成金支出

負担金支出
事業活動支出計(2)
事業活動資金収支差額(3)=(1)‑(2)
＜施設整備等による収支＞
＜収 入＞
施設整備等補助金収入
施設整備等収入計(4)
＜支 出＞
固定資産取得支出
施設整備等支出計(5)
施設整備等資金収支差額(6)=(4)‑(5)
＜その他の活動による収支＞
＜収 入＞
積立資産取崩収入

その他の活動収入計(7)
＜支 出＞
積立資産支出
その他の活動支出計(8)
その他の活動資金収支差額(9)=(7)‑(8)
予備費支出(10)
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)‑(10)
前期末支払資金残高(12)
当期末支払資金残高(11)+(12)

5,461,200
1,762,767
35,851,748

19,214,248
80,000
41,046
350,000

127,100,123
12,695,070

47,816
433,520

203,037,538

136,049,128
41,263,951

9,263,065
140,000

2,891,019

5,494,918
163,000

195,265,081
7,772,457

0
0

674,720
674,720
△674,720

2,500,000
2,500,000

6,983,241
6,983,241

△4,483,241
0

2,614,496
84,457,121
87,071,617

一般会費 700円×7,716世帯・特別会費 3,000円×19団体・賛助会員
3,000円×1団体
福祉バザー売上、善意銀行、法人への寄付、福祉ショップ売上
専任職員設置費事業、ふれあいのまちづくり事業、福祉バス運営事業、共
同募金配分金事業等
福祉サービス利用援助事業、給食サービス事業、ふとん丸洗い事業、ファ
ミリー・サポート・センタｰ事業、障害者社会参加促進事業等
社会福祉資金貸付事業償還金
福祉サービス利用援助事業利用料
福祉バス運営事業や社会福祉大会事業に係る負担金収入
居宅介護支援事業、訪問介護事業、通所介護事業、訪問入浴介護事業にお
ける介護報酬
障害者総合支援法に基づく居宅介護、基準該当生活介護における介護報酬
預金利息
介護体験実習生受入手数料等

常務理事 1名、職員 11名、嘱託職員 6名、非常勤職員 26名
消耗器具備品費、保険料、賃借料、車両費、水道光熱費、諸謝金、通信運
搬費、給食業務委託費、送迎業務委託費、指定管理者納付金等
事務消耗品費、通信運搬費、広報費、介護ソフトやパソコンの賃借料及び
保守料、コピー機使用料等
社会福祉資金貸付事業貸付金
地区社協への福祉活動費、ボランティアまつり、社会福祉大会、子育てサ
ロン、障害者サロン、ふれあい・いきいきサロン、小、中、高等学校へボ
ランティア活動などの配分金
地区社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会、地区ふれあい健康事業、
ボランティア団体への助成
山梨県社会福祉協議会等への負担金

福祉バスカーナビゲーション購入経費、子供用車椅子購入経費

第２次地域福祉活動計画策定経費、子供用車椅子購入経費、社協ホームペ
ージ作成経費

社会福祉基金積立（福祉バザー売上金等）、設備整備積立、非常災害基金積立

勘 定 科 目 決  算 備      考



事務費支出

・貸付事業支出  14万円
・負担金支出  16万3千円

共同募金配分金事業費

助成金支出 549万4千918円（2.7％）
固定資産取得支出   67万4千720円（0.3％）
積立資産支出 698万3千241円（3.5％）

人件費支出
1億3千604万9千128円
　　　　（67％）

人件費支出
1億3千604万9千128円
　　　　（67％）

事業費支出
4千126万3千951円
　　　　（20.3％）

事業費支出
4千126万3千951円
　　　　（20.3％）

926万3千65円
　　（4.6％）

289万1千19円（1.4％）

支出

（0.2％ )

(3)　2017年８月１日

700円700円

広報費、事務消耗品費、水道光熱費、
通信運搬費、車両費、保守料など社協
の運営に要した一部の経費

福祉活動推進事業
220 万 4千 596 円（40.8％）
地区社協支援事業
7地区社会福祉協議会へ助成
185万 1千 840円（34.3％）

民生委員児童委員協議会助成事業
民生委員児童委員協議会へ助成
24 万 6千 756 円（4.6%）

社会福祉大会事業
都留市社会福祉大会に要した一部の経費
10 万 6千円（1.9％）

ふれあいのまちづくり事業
67万 4千 264 円（12.5％）

総合相談事業　簡裁法律相談に要した経費
9万 6千 540 円（1.8%）

福祉医療健康講座事業
「福祉・医療・健康」について講座の開催に
要した経費　6万 3千円（1.2％）

ボランティア活動推進事業
ボランティアセンター運営経費や都留市ボラ
ンティアまつりに要した一部の経費
42 万 7千 724 円（7.9％）

住民参加型有償在宅福祉サービス事業
公的サービスでは対応できないようなニーズ
について有償ボランティアを派遣し、生活支
援の実施に要した経費　8万 7千円（1.6％）

法人運営事業
239 万 2千 536 円（44.3％）

福祉バス（みどり号）の運行に要した
一部の経費

福祉バス運営事業
12万 9千 804 円（2.4％）

一般会費収入
540 万 1 千 200 円
一般会費収入
540 万 1 千 200 円

祉 ス 営

費経の部一
の）号りどみ（スバ祉福

円408千9万21
営運運ススババ祉祉福福

 

　

　

　

業

たし要に行運の

）％4.2（円
業事事営営

 

　

　

　

報広

932

 

　

　

　

法 運 業

、費熱光道水、費品耗消務事、費報

）％3.44（円635千2万9
業事事営営運運人人法法

 

　

　

　

 

　

　

　

44 4

一たし要にりつまアィテン
運ータンセアィテンラボ
事進推動活アィテンラボ

円千3万6費経たし要
つに」康健・療医・祉福「

業事座講康健療医祉福

）%8.1（円045千6万9
相律法裁簡業事談相合総

6622千千44万万
ち

7766
あ まのいあれふ

 

　

　

　

777）円 ）

費経の部一
ラボ市留都や費経営

業事

）％2.1（円
に催開の座講ていつ

費経たし要に談相

％％55.2211（（円円
づ 業事りくづち

 

　

　

　

0000000000000077700円
運の
信通
報広

00

委

万581
区地7
社区地

2222

 

　

　

　

費経の部一たし要に営運
協社どな料守保、費両車、費搬運信
、費熱光道水、費品耗消務事、費報

）万 6 ）

議委委

）％3.43（円048千1万
成助へ会議協祉福会社

業事援支協社

％％88.0044（（円円6699955
業

千千44万万00
動 事進推動活祉福

 

　

　

　

 

　

　

　費経たし要に施実の援
ィテンラボ償有ていつに
で応対はでスビーサ的公
祉福宅在償有型加参民住

％9.7（円427千7万24
たし要にりつまアィテン

 

　

　

　 ）％6.1（円千7万8
支活生、し遣派をア
ズーニなうよいなき

業事スビーサ

）％
費経の部

会会般般一 会会
44555404
般般一

 

　

　

　 万01
市留都
福会社

万42
委生民
委生民

入入収収会会
万万
会 収入入
11万 千千1 千 0022 円円200 円0
収収費費会

 

　

　

　 ）％9.1（円千6
費経の部一たし要に会大祉福会社市

業事会大祉福

）%6.4（円657千6
成助へ会議協員委童児員委
業事成助会議協員委童児員委

 

　

　

　

平素から社会福祉協議会の事業推進につきましては、深いご理解とご協力をいただき、心から
御礼申し上げます。
社協は、地域住民や社会福祉団体等で構成する団体で、理事・評議員には自治会及び地区民生委

員・児童委員などが選任されており、社協の運営に実質的に携わっていただいております。地域でお
こる様々な福祉課題を地域の皆さんと一緒に考えたり、保険・医療・福祉などの関係者、行政機関の
協力を得て「誰もがいつでも住み慣れたまちで安心して暮らせるまちづくり」をめざし、地域に密着
した事業を展開しております。平成28年度の一般会費の事績と使途について、ご報告いたします。

平成２８年度   一般会費７００円の使途

平成２８年度 社協収支決算
支出 2億292万3千42円収入 2億553万7千538円

収入

会費収入  546万1千200円（2.7％）
寄附金収入  176万2千767円
　　　　　　　　　（0.9％）
経常経費補助金収入
3千585万1千748円
　　　　（17.4％）

介護保険事業収入 
 1億2千710万123円（61.8％）

経常経費補助金収入
3千585万1千748円
　　　　（17.4％）

受託金収入
1千921万4千248円
　　　　　　（9.3％）

受託金収入
1千921万4千248円
　　　　　　（9.3％）

介護保険事業収入 
 1億2千710万123円（61.8％）

障害福祉サービス等事業収入
1千269万5千70円（6.2％）

その他の収入
（介護体験実習生受け入れ手数料等）
　43万3千520円（0.2％） 積立資産取崩収入  250万円（1.2％）

（0.3％）
・貸付事業収入        8万円
・事業収入  　　       4万1千46円
・負担金収入  　　35万円
・受取利息配当金収入  4万7千816円



様々な事業を実施しています。様々な事業を実施しています。様々な事業を実施しています。
都留市社会福祉協議会までお問い合せください。都留市社会福祉協議会までお問い合せください。

中学生のボランティア体験学習

災害ボランティ
ア活動の促進を図
るため、谷村地域協
働のまちづくり推
進会、山梨県立都留
興譲館高等学校と
協働して実施。

障がいの有無に関わらず、地域に住む人たち全
員が楽しく充実して過ごせる地域づくりを目的
として開催。月に１度（８月、３月は休）文化ク
ラブ・スポーツ・レクリエーション活動を実施。

居宅介護支援事業、訪
問介護事業、通所介護事
業、訪問入浴事業を実施。

山梨大学医学部、都留医師会、都留テレビ利用者
組合と連携し「福祉医療健康」について市民の関心
の高いものを取り上げて実施。

安心して子育て
ができるように、
手助けをして欲し
い人と手助けでき
る人が会員とな
り、地域で子育て
を支援する有償サ
ービスを実施。

市内７地区に１１名を配置し、身近な地域の中で
ボランティア活動に関する相談・援助を実施。

高校生災害ボランティアスクール

都留市ボランティアまつり いこいの広場

福祉医療健康講座

地区ボランティアコーディネーター

「支え合いの精神」で、高齢者や障がい者などの
皆さんが、日頃の生活の中で困ったことが起きた
時、自分の出来ることで困っている方の役に立ち
たいというボランティアが支える有償在宅福祉サ
ービスを実施。

ささえあい・ホットサービス都留

調理が困難な高齢者の方などに栄養バランスの
とれた食事を配食ボランティアがお届けすると共
に、安否確認を行うサービスを実施。

給食サービス事業

ボランティア活動への理解と関心を高めると共
にボランティア同士の交流を通して相互理解を深
めボランティア活動の活性化を図るため実施。

市内３中学校の生徒を対象に、夏休みを利用し
てボランティアの基礎知識を学び、社会福祉施設
や介護保険事業所でのボランティア体験を実施。

介 護 保 険 事 業

ファミリー・サポート・センター



都留市社会福祉協議会では、都留市社会福祉協議会では、都留市社会福祉協議会では、
 都留市民に関わらず興味のある方は、　 都留市民に関わらず興味のある方は、　

視覚障がい者に声の広報
等、様々な情報を録音テー
プに吹き込んでお届けする
声の広報サービス、また点
訳してお届けするサービス
を実施。

身体障がい者の方に対し
て、基準該当生活介護（デイ
サービス）を行い、利用者が
できる限り自立した生活が
おくれるよう在宅福祉の充
実を図る事業を実施。

在宅の障がい者（身体障がい者・知的障
がい者・児童・精神障がい者）の方に対し
て生活を支援するため、障害者総合支援法
に基づく在宅介護（ホームヘルプサービス）
を実施。

社会福祉の発展に功績のあ
った方々及び団体を表彰し、そ
の功績を称える式典を実施。

経済的・社会的基盤の不安定な
低所得者世帯等に対し、無利子で福
祉資金の貸し付けを行い、償還指導
や生活援助活動を通して世帯の安
定や自立を図る貸付事業を実施。

認知症高齢者、知的、精神に障がいのある
方など判断能力が不十分な方が、福祉サー
ビスの利用援助や日常的金銭管理サービス
を受けることにより、自立した地域生活を
送れるよう相談・助言・費用の支払い等、
一連の援助を実施。

社会福祉資金貸付事業

自立支援居宅介護事業
基準該当生活介護事業

福祉サービス利用援助事業

若い世代の人
達が人生の良き
先輩から家庭料
理や、暮らしに
必要な知識等を
世代間交流を通
して受け継ぎ、
家庭生活に役立
てて頂くことを目的として実施。

おふくろの味・知恵袋交換会

点字・声の広報等発行事業

ふれあい・いきいき
サロンや市内小・中・
高等学校への助成等、
様々な福祉活動支援を
行うため、家庭募金や
街頭募金等の共同募金
運動を実施。

赤い羽根共同募金運動

全自治会のご協力に
より遊休品の提供を受
け実施。

福祉バザー

在宅で 65歳以上の単身世帯、高齢者のみ
の世帯を対象に、老衰、心身の障がい及び疾病
等の理由により寝具類等の衛生管理が困難な
方へ布団丸洗いサービスを実施。

ふとん丸洗い事業

都留市社会福祉大会
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２
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︵
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、
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、
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小
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司
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各
団
体
の
役
員
改
選
等
に
よ
り
、
平
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６
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次
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︵
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任
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地
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福
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ご
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、
誠
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ざ
い
ま
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。
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若
林
武
彦
、
小
俣
眞
澄
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⻆
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赤
澤
守
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山
口
　
亮
、
小
俣
澄
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︵
敬
称
略
・
順
不
同
︶



住み慣れた地域でいきいき活躍しよう住み慣れた地域でいきいき活躍しよう

介護支援ボランティア募集！介護支援ボランティア募集！

都留市介護支援
　ボランティア事業

都留市社協だより (6)

６５歳以上の皆様の健康増進や介護予防、また、
社会参加や地域貢献を通じた生きがいづくりを推進
し、健やかでいきいきとした地域社会を作ることを
目的としております。
介護支援ボランティア活動を行うと、実績に応じ

てスタンプが付き、集めたスタンプ数に応じて「つ
るポイント店会」の「わくわくカード」にポイント
を貯めることができます。（１スタンプ５０ポイン
ト） ４５０ポイント貯まると、満点カードとして
５００円の買物ができます。
※わくわくカード（満点カード）の使い方、利用方
法、特典等の詳細については、つるポイントカード
店会へお問合せ下さい。（☎４３－１５７０）

対象者
65歳以上の要介護・要支援認定を受けていない

方で、介護保険料の滞納がない方。

登録方法
地域包括支援センター（いきいきプラザ）で登録

申請を行う。
都留市社会福祉協議会でボランティア養成講座受

講後、「ふれあいボランティアポイント手帳」を受
け取る。

介護支援ボランティア活動の流れ

ボランティアポイントを貯める方法
■受入れ介護施設で介護支援ボランティア
活動を行う

活動例
・レクリエーションなどの指導、参加支援
・お茶出し、配膳、下膳の補助
・散歩、外出、館内移動の補助
・利用者との話し相手
・行事などの手伝い（芸能披露など）

■地域や社会福祉協議会で介護支援ボランティア
活動を行う

活動例
・居場所づくり、ふれあい・いきいきサロンの担い
手としての活動

・配食ボランティア
・個人宅での傾聴など、社会福祉協議会がボランテ
ィアと利用者とを取り持ったことが明らかで、無
償のボランティア活動 等

ボランティアポイントの貯め方
活動先で手帳にスタンプを押してもらう。（１日

当たり１スタンプが上限）
スタンプ１個で50ポイント。年間5,000ポイントを

上限にわくわくカードへポイントを加算します。

登録申請 ボランティア養成講座受講 対象活動を行う

ポイントを貯める スタンプをポイントへ振替える 活動先で、スタンプ押印
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相談場所・問い合せ先 都留市社会福祉協議会 ☎４６－５１１５ 都留市下谷2,516番地１ いきいきプラザ都留

★心配ごと相談（簡裁法律相談）

総合相談所カレンダー総合相談所カレンダー総合相談所カレンダー

相談員 ：山梨県司法書士会、
司法書士総合相談センター所属司法書士

4日(金)天野　清 司法書士事務所
18日(金)篠田貴子 司法書士事務所
1日(金)高尾直裕 司法書士事務所
15日(金)藤江 司法書士事務所
6日(金)天野　清 司法書士事務所
20日(金)篠田貴子 司法書士事務所

８月
９月
10月

生活上の困りごとや悩みごと、また、相続・契
約・金銭貸借・消費者金融・成年後見・離婚問
題ほか法律に関する相談をお受けします。

★一般相談
日常生活での様々な困りごと、悩みごとの相談を精神保健福祉士・社会福祉士がお受けします。電話相談と

社協窓口相談を受付けており、匿名での相談も可能です。相談内容は厳守されます。専門的解決を要する内容
には、より適切な相談窓口を紹介しています。

相談時間 午後 1時～午後 4時

要予約

ひとりで悩まず、まずは相談しませんか！
困っていませんか？悩んでいませんか？家族のこと、介護のこと、近所のこと、こころの健康のこと

など、私たちの生活の中には様々な困りごとや悩みごとがあると思います。社会福祉協議会では今年度
より精神保健福祉士を新たに配置し、相談窓口の拡充を図りました。日常生活での様々な困りごと、悩
みごとについて精神保健福祉士・社会福祉士が相談に応じます。ご相談にあたってのプライバシーを尊
重し、秘密は厳守いたします。

相談日時：毎週月曜日から金曜日（祭日は除く）午前８時30分～午後５時15分

丸洗い事業のお知らせ
　在宅のひとり暮らし高齢者の方や高齢者世帯の方を対象に、ふとん丸洗い事業を実施します。

　ご希望の方は、地区の民生委員様へ申し込んでください。

なお、この事業の対象となる方は、65歳以上で、寝たきりの方、虚弱のためひとりでふとんを

干すことが困難な方等です。　詳細につきましては、社協事務局にお問合せください。

申 込 〆 切　平成29年８月10日(木) まで　　　布団回収日　平成29年８月21日(月）

布団返却日　平成29年８月31日(木）（多少前後する場合もあります。）

申　込　先　お近くの民生委員さんまでご相談ください。
問い合わせ先　都留市社会福祉協議会　　☎４６ー５１１５

福祉バザー

場所

日時 11 26平成29年
　市民の誰もが参加できる社会福祉活動とし
て、全自治会のご協力を頂き、毎年12月の第１
日曜日に福祉バザーを開催しておりましたが、
昨年度より、11月の最終日曜日に日程を変更さ
せていただき、今年度は、左記日程により開催
する運びとなりましたので、これまでと同様に、
ご協力いただけますようお願い申し上げます。

午後１時～

いきいきプラザ都留

第33回

市民総参加

第33回第33回 福祉バザー福祉バザー のお知らせのお知らせ
～ 福祉バザーへのご協力のお願い ～～ 福祉バザーへのご協力のお願い ～～ 福祉バザーへのご協力のお願い ～



都留市社協だより (8)

東桂地区社会福祉協議会では、平成29年７月４日（火）に山梨県立防災安全センターにおいて、防災

東桂地区社会福祉協議会活動紹介東桂地区社会福祉協議会活動紹介東桂地区社会福祉協議会活動紹介 part2

三吉地区社会福祉協議会活動紹介三吉地区社会福祉協議会活動紹介三吉地区社会福祉協議会活動紹介 part3

【参加者からの感想】
・講座は大変勉強になりました。このような研
修を自治会でも計画すべく、自主防災会で話
題としたい。
・地震体験は良い経験をした。実際の地震の
時、この経験を活かした対処が出来ればと思
う。
・講話の中で、身近なものをりようした簡易ト
イレの作り方や、家具の転倒防止方法など大
変参考になった。早速、家族友人に話してあ
げたい。
・災害に備えて食べ物ばかりを備蓄していた。
衣類等食べ物以外も備えておこうと思う。
・災害が起きたとき、速やかな安否確認の重要
性とリーダーシップの取り方など大変勉強に
なった。
・命を守る為に、災害に備えることの大切さを
再認識しました。家族で我が家の備えを、見
直したい。

研修会を開催いたしました。
当日は、東桂地区社会福祉協議会２４名で防災安全セン

ターに出向き、防災指導員二宮氏より、災害・防災（減
災）についての基礎知識を受講し、センター内の見学を行
いました。また、過去に発生した主な阪神・淡路大震災
（兵庫県南部地震）や東海地震や東南海地震の想定された
地震体験を行い、正しい知識と技術を身に着ける体験を行
い、日頃から心がけておきたいことなどを知る良い機会と

なりました。
今回の研修会

で、東桂の福祉を
担う皆さんと親睦
を深めることがで
き、有意義な一日
を過ごすことがで
きました。

【参加者からの感想】
・みんなで集まって活動することが楽しい。
・健康を保つ運動やレクリエーションなど、色々な
メニューで、毎月参加することが楽しい。
・近所の顔見知りの人達なので、気軽に参加できる。
・いつまでも元気で参加したい。
・参加することが若さを保つ秘訣。
・和気あいあいと楽しい時間を過ごせる。

三吉地区では、年間を通したサロン活動を２つの自治会で開催して
います。また、特色あるサロンとして、地区全体で実施するサロンを
年１回開催しています。
今回は、玉川自治会で実施している「玉川すこやかサロン」をご紹介

します。
「玉川すこやかサロン」は毎月第３木曜日、玉川自治会館を会場に

地域の皆さんの参加をいただいて、健康教室やレクリエーションを実
施しています。
７月２０日には、「半月おくれの七夕飾りづくり」を実施しました。
ラジオ体操のあと、色とりどりの紙をつかって七夕飾りをつくり、

参加した皆さんで願い事を書いた短冊を笹に飾りつけ、七夕を楽しみ
ました。
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ファミリー・サポート・センターだよりファミリー・サポート・センターだより

長生保育園、川茂保育園、東桂保育園の園児たちが元気よく来所し、お

年寄りの皆さんへ、メッセージ入りのプレゼントをいただきました。子ど

もたちの思いが利用者の皆さんにきっと伝わったことと思います。長生

保育園、川茂保育園、東桂保育園のみなさん有難うございました！！

長生保育園 川茂保育園 東桂保育園
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ブ
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Ｃ
Ｂ
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フ
ト
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０
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円

都
留
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ラ
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Ｊ
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フ
ト
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０
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円

ミ
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ョ
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●
Ｊ
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ト
カ
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ド
１
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，
０
０
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円

矢
部
啓
造

●
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ー
ツ
ル
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ト
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ト
５
，
０
０
０
円

オ
ー
ツ
ル
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ー
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セ
ン
タ
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第
16
回
都
留
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

お
た
の
し
み
抽
選
会
景
品
と
し
て

物

品

金

品

梅雨が明け、夏本番がやってきましたが、いかがお過ごしでしょうか？元気に過ごせるよう、こまめな水分補給や休

息を心掛けたいですね。ファミサポでは５月に養成講座をおこない、その後の講習会参加や実習を経て新たに４名の提

供会員さんが誕生しました。子育てを手助け　してくれる会員さんが増え、またパワーアップしたファミサポは、子育

て世代の応援団としてバックアップしていきます。困った時に気軽に相談できる、そんな身近な存在でいられたらいい

なと思います。
保育サポーター養成講座

給食サービス事業

「親子で踊ろう！フラダンス」



　都留市ボランティア連絡会は、市内のボランティア相互の
ネットワークを拡充し、ボランティア活動の推進について、
多くの市民が関わり、市民の声を反映する仕組みの一つとし
てボランティア活動の特徴（自主性、自発性）を考えたゆる
やかなネットワークづくりを進めています。これから、ます
ますボランティアの輪を広げていきたいと考えています。

no.37

ぼられんだよりぼられんだよりぼられんだより

都留興譲館高校　ＪＲＣ部です

4月29日に行われた第16回都留市ボランティアまつりで、受付、
会場誘導、募金活動などを担当させていただきました。桂高校の頃か
ら、ずっと参加させていただいています。今回はＪＲＣ部10名、奉
仕委員20名、合計30名で参加させていただきました。
貴重な経験をさせていただき、また人の温かさに触れることができ

た一日でした。これからも校外ボランティア活動がありましたら、参
加させていただいです。ご協力くださいました皆様、ありがとうござ
いました。

都留市制63周年記念協賛事業
第16回都留市ボランティアまつりを

開催しました！
4月29日（土）に、都の杜うぐいすホールにて第16回都留市ボランテ

ィアまつりを開催し、約2,650名もの市内外の皆様が来場されました。
都留市ボランティアまつりは、今年で16年目を迎え、個人ボランテ

ィア6名と91団体にも及ぶボランティアが出演・出展され、フィナーレ
では、市内外の個人・企業から景品をご寄附いただき「お楽しみ抽選
会」を行いました。
また、被災地復興支援活動として、「東日本大震災」「熊本地震」

「糸魚川大規模火災」に対する募金活動を行い、合計70,725円の募金
を被災地へ送金致しました。
ご来場いただきました皆様、また、ご支援、ご協力いただきました皆

様に感謝申し上げます。ありがとうございました。

い
こ
い
の
ひ
ろ
ば
紹
介
！！

い
こ
い
の
ひ
ろ
ば
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
都
留
文
科
大

学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
障
害
の
あ
る
人
達
が
一
緒
に
文
化

活
動
や
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
地
域

交
流
の
場
で
す
。
毎
月
第
3
日
曜
日
を
基
本
に
、
午
前
9
時
か

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

4
月
：
道
の
駅
つ
る
で
絵
画
 

5
月
：
名
札
づ
く
り
 
 
 
 

6
月
：
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
模
擬
授
業
 

を
行
い
ま
し
た
。
模
擬
授
業
や
ボ

ー
リ
ン
グ
な
ど
普
段
あ
ま
り
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
活
動
に
皆
さ
ん
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

一
緒
に
活
動
す
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
中
で
す
！
　
ぜ
ひ
、
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

問
合
せ
先

都
留
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

T
E
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4
6－

5
1
1
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都
留
市
造
花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
作
成
し
た

ク
レ
マ
チ
ス
の
造
花
を
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
に
飾
り
ま
し

た
。
お
立
ち
寄
り
の
際
は
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ク
レ
チ
マ
ス
は
つ
る
が
と
て
も
丈
夫
な
こ
と
か
ら
、
「
鉄
線

（
テ
ッ
セ
ン
）
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
　
　
　

造
花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア花言葉は『精神の美』

『旅人の喜び』
『策略』です。



ボランティアセンターつうしん
　都留市内のボランティア活動の様子を幅広くお伝えする「ボランティアつうしん」をお届け
します。自分のため、そして地域社会のために身近でできるボランティア活動に参加してみま
せんか！　どしどしボランティア情報を寄せてください！　

「ラブ＆ピース」

都留市ボランティアマスコット

ボランティアセンターつうしんボランティアセンターつうしん

L’ets！！親子ミニ手話講習会
夏休みを活用して、親子で手話に触れ、手話が伝わる楽しさを体験するとともに、聴覚

障害者への理解を深めることを目的に開催します。当日は、手話サークル千羽会の皆さん
と簡単な手話の学習やレクリエーション、聴覚障害についての学習を行います。

夏休みに親子で楽しく学習してみませんか？もちろん、児童・生徒
のみの参加も可能ですので、ぜひ、ご参加ください。

日 時：平成29年８月１６日（水）午後１時３０分～
場 所：いきいきプラザ都留 ２階 機能訓練室
対 象：市内小・中・高等学校の児童・生徒及び親
定 員：30名！！（定員になり次第締め切らせていただきます。）

～手話を学ぼう！手話で話そう！～

■中学生夏休みボランティア体験学習
東 桂 中 学 校：平成29年８月４日（金）

特別養護老人ホーム回生荘
都留第一中学校：平成29年８月７日（月）

都留市デイサービス
都留第二中学校：平成29年８月９日（水）

あすなろの会　東部援産園みとおし

■障害者パソコンボランティア養成講習会
在宅の障がい児（者）で外出が困難な者に対し、障がい者

の自宅など身近な場所に出向いてパソコン及び周辺機器など
の使用に関する支援を行うボランティアを養成するための講
習会　　　　　　 平成29年
日程【1日目】8月22日（火）10時から16時まで
【2日目】8月24日（木）10時から16時まで
【3日目】8月29日（火）10時から16時まで
【4日目】8月31日（木）10時から16時まで

※4日間　20時間の講習会を実施
申込み方法 8月15日（火）までに下記問合せ先まで

お申し込みください。
会場 山梨県福祉プラザ　4F 会議室

〒400-0005 甲府市北新1－2－12
問合せ先 （福）山梨県障害者福祉協会

TEL055－252－0100

今後のボランティア情報

お申し込み・問い合せ先は
都留市社会福祉協議会内 都留市ボランティアセンター ☎465115 FAX465103

〈 内 容〉
★聴覚障害者について

理解を深める
★基本的な手話の学習
★レクリエーション

今年もやります！！敬老の日無料マッサージ！！日頃の疲れを癒しに来てみませんか？気持ちも、
身体もホッと一息ついてもませんか？多くの皆様に体感して頂きたいと思います。

日 時：平成29年９月２３日（土）
時 間：午前１０時から午後１時まで（受付開始午前９時から）
場 所：まちづくり交流センター（旧ＹＬＯ）１階 交流室 和室

是非、お立ち寄りください。お待ちしております。
お問合せ先：山梨県視覚障害者協会都留支部 事務局 都留市社会福祉協議会 ４６－５１１５

山梨県視覚障害者協会都留支部からのお知らせ

中学生が、夏休みを活用して福祉やボランティアに

ついての理解と関心を深め、他者の立場や心情を思い

やり互いに支え合う心や態度を養うことを目的とし

て、地域の介護サービス事業所や社会福祉施設関係者

の皆様にご協力を頂き開催します。中学生の皆さん、

ぜひ、夏休みにボランティア体験をして自分の力に変

えてみませんか？



市 老 連 情 報市 老 連 情 報

平成29年度 市老連親睦旅行に参加しませんか！
都留市老人クラブ連合会では、教養をともに高め、親睦と交流をはかって仲間づくりを進める

ことを目的として、毎年２泊３日の親睦旅行を実施しています。

今年度は下記のとおり実施しますので、皆様お誘いあわせてご参加ください。

日　時 10月24日（火)～26日（木）（2泊3日）
コース 井伊家ゆかりの彦根と永平寺・兼六園・白川郷　秋の４県満喫ツアー

参加費 40,500円（観光・全食事付）
※老人クラブ会員様以外の方は、賛助会費プラス1,000円の

41,500円にてご参加いただけます。

申込み ９月22日（金）までに地区の単位クラブ会長様
又は市老連事務局にお申込みください。

★詳細につきましては、
市老連事務局まで
お問合せください。
☎46－5115

山梨県シルバー作品展が開催されました
県内各地で開催された高齢者作品展において、代表となった優秀作品の展覧会が去る６月２日か

ら６日まで、甲府市の県立図書館で開催されました。シルバー作品展の審査の結果、都留市から出品

日本画の部
金賞   功刀喜美子「ぼたん」

写真の部
銀賞   板津松男「花火」

写真の部
努力賞   藤本紘一「朝霧に佇む」

絵手紙特集

藤江靖子作 今井真樹子作上田通子作

﹁
絵
手
紙
﹂
と
は
﹁
絵
の
あ
る
手
紙
を
送
る

こ
と
﹂
で
あ
る
。

絵
手
紙
は
﹁
作
品
﹂
で
は
な
く
﹁
手
紙
﹂

で
す
。
上
手
に
描
こ
う
と
思
わ
ず
に
、
普
段

の
自
分
を
絵
手
紙
で
届
け
ま
し
ょ
う
。
心
を

込
め
て
一
生
懸
命
に
か
い
た
も
の
は
相
手
の

心
に
必
ず
届
き
ま
す
。
あ
の
人
の
笑
顔
を
思

い
浮
か
べ
て
、
語
り
か
け
る
よ
う
に
届
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

「新日本婦人の会」の
皆さんが描いた絵手紙
を紹介いたします。

された10点の作品の中から、３点が入賞しました。おめでとうござ
います。


